
スマホは 必
ひつ

要
よう

な時
とき

にだけ
―ネットやＳＮＳ（交

こう

流
りゅう

サイト）上
じょう

で過
か

激
げき

なやりとりが目
め

立
だ

ち、問
もん

題
だい

にもな
っています。
学
がく

習
しゅう

機
き

能
のう

を持
も

った生
せい

成
せい

ＡＩ（人
じん

工
こう

知
ち

能
のう

）が「人
にん

間
げん

は過
か

激
げき

な文
もん

言
ごん

に飛
と

びつくか
ら、記

き

事
じ

が注
ちゅう

目
もく

されやすくなる」こと
を学

まな

んでしまいました。皆
みな

さんは、自
じ ぶん

たちで情
じょう

報
ほう

を選
えら

んで拡
かく

散
さん

したり、炎
えん

上
じょう

が起
お

きたりしていると勘
かん

違
ちが

いしていま

す。実
じっ

際
さい

は過
か

激
げき

な情
じょう

報
ほう

が目
め

にとまるよ
う、ＡＩが裏

うら

側
がわ

で働
はたら

いています。
―この 年

ねん

で子
こ

どもたちを取
と

り巻
ま

く生
せい

活
かつ

環
かん

境
きょう

の変
へん

化
か

をどう感
かん

じますか。
特
とく

にデジタル機
き

器
き

の浸
しん

透
とう

による「孤
こ

立
りつ

化
か

」は深
しん

刻
こく

です。スマホがあって、いつ
でも友

ゆう

人
じん

や家
か

族
ぞく

とつながっているように
感
かん

じるかも知
し

れません。例
たと

えば家
か

族
ぞく

で
食
しょく

卓
たく

を囲
かこ

んでいても、親
おや

も子
こ

もスマホ
を気

き

にしてソワソワしていては共
きょう

通
つう

の
会
かい

話
わ

も生
う

まれません。
―読

どく

者
しゃ

に伝
つた

えたいことは。

皆
みな

さんに一
いち

度
ど

立
た

ち止
ど

まって考
かんが

えてみ
てほしいのは「デジタル化

か

で幸
しあわ

せにな
ったか？」という点

てん

です。「スマホがな
いと生

せい

活
かつ

できない」とはよく聞
き

くフレー
ズですが、本

ほん

当
とう

でしょうか。そこに気
き

付
づ

いたのが米
べい

国
こく

の「ＧＡＦＡ（ガーファ）」
と呼

よ

ばれる巨
きょ

大
だい

ＩＴ企
き

業
ぎょう

などです。自
じ

ぶん

たちで開
かい

発
はつ

しておきながら社
しゃ

員
いん

にはリ
モート勤

きん

務
む

でなく出
しゅっ

社
しゃ

を奨
しょう

励
れい

し、社
しゃ

員
いん

の子
こ

どもにはパソコンを持
も

たせない企
き

業
ぎょう

があるのは有
ゆう

名
めい

です。
―どうすればよいのでしょう。

「必
ひつ

要
よう

な時
とき

に使
つか

う」だけなら脳
のう

に影
えい

響
きょう

がないというデータもあります。逆
ぎゃく

に言
い

えば「目
もく

的
てき

がないのになんとなく触
さわ

らない」ことです。特
とく

に、自
じ ぶん

の意
い

思
し

で
制
せい

御
ぎょ

できない発
はっ

達
たつ

期
き

の子
こ

どもを守
まも

るた
め、親

おや

が注
ちゅう

意
い

する必
ひつ

要
よう

があります。子
こ

どものＳＮＳ利
り

用
よう

を禁
きん

じたオーストラリ
アのように社

しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

で見
み

つめ直
なお

す機
き

会
かい

も
必
ひつ

要
よう

です。
川かわ
島しま
隆りう
太た

さ
ん③

かわしま・りゅうた 東
とう

北
ほく

大
だい

加
か

齢
れい

医
い

学
がく

研
けん

究
きゅう

所
しょ

教
きょう

授
じゅ

脳
のう

トレ ゲームの監
かん

修
しゅう

者
しゃ

として
も知

し

られる脳
のう

機
き

能
のう

開
かい

発
はつ

研
けん

究
きゅう

の第
だい

一
いち

人
にん

者
しゃ


